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金
子
と
山
田
の
間
に
位
置
す
る
台
地
に
は
、「
ス

ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
」
と
と
も
に
、
縄
文
時
代
中
期
～

後
期
の
石
器
、
土
器
が
多
く
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、

縄
文
時
代
の
集
落
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
「
芭
蕉

ば
し
ょ
う

住
居

じ
ゅ
う
き
ょ

址 あ
と

」
と
呼
ば
れ
た
当
地

は
、
昭
和
１
３
（
１
９
３
８
）
年
に
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
報
告
書
に
よ
る
と
縦
２
ｍ
３
５
ｃ
ｍ
、
横
１

ｍ
２
０
ｃ
ｍ
程
で
、
大
小
５
０
個
の
石
が
敷
き
詰
め

て
あ
り
、
敷
石
住
居
跡
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

発
掘
時
、
県
内
の
他
の
敷
石
住
居
で
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
敷
石
の
境
界
と
な
る
立
石
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
、
耕
作
な
ど
で
掘
り
取
ら
れ
原
形
よ
り
小
さ

く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
な
お
、
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
近
年
で
は
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
配
石
遺
構
で
な
い
か
と
の
考

え
も
あ
り
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
ま
す
、 
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